
  

 

 

熱中症対策に資する現場管理費の補正にあたっての考え方 

 

 

１．気温の計測方法等 

（１）計測方法 

工事着手前に受注者より提出される施工計画書に、工事期間中における気温の

計測方法及び計測結果の報告方法を記載させる。 

施工現場から最寄りの気象庁の地上気象観測所の気温または環境省が公表し

ている観測地点の暑さ指数（ＷＢＧＴ）を用いることを標準とする。 

なお、ＷＢＧＴを用いる場合は、ＷＢＧＴが２５℃以上となる日を真夏日と見

なす。 

 

ただし、これによりがたい場合は、施工現場を代表する１地点で気象庁の気温

計測方法に準拠した方法により得られた計測結果を用いることも可とする。 

なお、計測に要する費用は受注者の負担とするものとする。 

 

（２）計測結果の報告 

施工計画書に基づき、計測結果の資料を提出させるものとする。 

 

別 紙 



２．積算方法等 

受注者より提出された計測結果の資料をもとに、真夏日率を算出し現場管理費

率に加算するものとする。  

なお、「積雪寒冷地域で施工時期が冬期となる場合の補正」及び「緊急工事の

場合」と重複する場合においても最高２％とする。 

 

３．既契約工事における変更 

（１）気温の計測期間 

本通達日以降に受発注者協議により「基準日」を定め、当該基準日から工期末

までの期間のうち、真夏日にあたる日数を計測するのもとする。 

なお、計測方法等については、１．に準じること。（受注者は、工事期間中に

おける気温の計測方法及び計測結果の報告方法を記載した施工計画書を提出す

ること。） 

 

（２）積算方法等 

既契約工事における真夏日率の算出方法は、以下の式によるものとする。 

  

 

      ※１．基準日から工期末までの真夏日は、最終数量を確定させた時点までの

日数とする。（最終数量確定後の真夏日はカウントしない。） 

 

４．対象工事である旨等の明示 

熱中症対策に資する現場管理費の補正の試行工事の対象とし、日最高気温の状

況に応じた現場管理費の補正を行う対象工事である旨等を入札説明書、特記仕様

書等に明示するものとする。 

 

５．施工箇所点在型への適用 

施工箇所点在型工事については、点在する箇所毎に補正を行うことができるも

のとする。 

 

６．その他 

上記の取扱いについて、地域の実情等により、対応が困難な場合については、

これらに寄らないことができる。 

 

特記仕様書記載例 

 

 

 

 

真夏日率 ＝ 基準日から工期末までの真夏日※１ ÷ 工期 

第○条 熱中症対策に資する現場管理費の補正の試行について 

     本工事は、熱中症対策に資する現場管理費の補正の試行工事の対象と

し、日最高気温の状況に応じた現場管理費の補正を行う対象工事である。 

     受注者は、熱中症対策に資する現場管理費の補正を希望する場合は、

速やかに「工事打合簿」により、発注者と協議するものとする。 


